
考査基準（土木設計委託業務成績評定） 

 

１ 評定項目及び細目 

評価項目及び細目は次のとおりとする。 

項   目 細   目 

専門技術力 提案力、技術力、業務執行技術力、 

施工時への配慮（※注）、ｺｽﾄ把握能力 

管理技術力 工程管理能力、品質管理能力、迅速性、弾力性、調整能力 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 説明力、協調性、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ力 

取組姿勢 責任感、積極性、倫理観 

成果物の品質 

   （※注）施工時への配慮は、施工計画書の作成の有無を選択する。 

 

２ 総括監督員の考査基準 

（１）考査方法 

   総括監督員は、評定趣旨を十分に理解し尊重した上で、それぞれ総合的に評価

を行う。 

（２）評定点範囲 

   採点表（総括監督員用）の該当評価項目について、それぞれ総合的に判断して

評定するものとする。（評価項目の追加、削除は行わない） 

 

３ 担当監督員及び検査員の考査基準 

  評定にあたっては、当該業務の履行状況に応じ、各評定項目の評定を行うものと

する。（評価項目の追加、削除、もしくは評価比重の変更は行わない） 

 

４ 事故等による減点 

   当該業務履行中に受注者に起因する事故等が発生し、指名停止等の措置を行っ

た場合には、当該業務の総合点に対して、別表－１に基づき減点することができ

る。 

   別表－１ 受注者に起因する事故等が発生した場合の減点基準 

区  分 口頭注意 文書注意 
指名停止 

１ヶ月まで 

指名停止 

１ヶ月超 

減 点 数 －３点 －５点 －１０点 －１５点 

 

  【適応事例】 

  ①入札前に提出した当該業務の技術提案書等が虚偽であった事実が判明した。 

  ②発注者の承諾なしに当該業務に関する権利義務、成果物を第三者に譲渡、承継

又は公開した。 

  ③産業廃棄物処理法に違反する不法投棄、砂利採取法に違反する無許可採取等、



関係法令に違反する事実が判明した。 

  ④一括再委託、請負を行った。 

  ⑤打合せ協議または検査の実施にあたり、職務の遂行を妨げた。 

  ⑥当該業務において過積載等の道路交通法違反により、逮捕または送検等された。 

  ⑦当該業務において安全管理の処分が不適切であったために、死傷者を生じさせ

た業務関係者事故、または重大な損害を与えた公衆災害を起こした。 

 

５ 契約不適合及び損害賠償による減点 

  引き渡された成果物が種類又は品質に関して契約の内容に適合しないものであ

ったとき、坂戸市設計業務委託契約約款の契約不適合責任条項等の手続きに従い、

履行の追完又は代金の減額もしくは損害賠償が実施された場合には、当該業務の総

合点に対して、遡って別表－２、３に基づき減点することができる。 

また、坂戸市設計委託業務成績評定要領第６条に定める評定の結果の通知後に当

該事象が発生した場合は、評定要領第９条に準じて評定の修正を行うものとする。 

 別表－２ 履行の追完もしくは代金の減額が実施された場合の減点基準 

区 分 履行の追完の実施 代金の減額の実施 

減 点 数 －１０点 －２０点 

  別表－３ 損害賠償が実施された場合の減額基準 

区 分 損害賠償の実施 

減 点 数 －２０点 

 

６ 総合評定点について 

  総合評定点を算出する際には、対象業務に応じて各評価項目に以下の重みを考慮

する。 

 

評 価 項 目 業 務 評 定 

専門技術力 

提案力、改善力 ８．３ 

業務執行技術力 １６．７ 

施工時への配慮 ４．２ 

ｺｽﾄ把握能力 ４．２ 

管理技術力 

工程管理能力 ８．３ 

品質管理能力 ８．３ 

迅速性、弾力性、調整能力 ４．２ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 説明力、協調性、ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ力 ４．２ 

取組姿勢 責任感、積極性、倫理観 ８．３ 

成果物の品質 ３３．３ 

合  計 １００ 

 



７ 設計業務以外の業務が含まれる場合の取扱い 

  設計業務に測量業務、地質調査業務等の業務が含まれている場合においても設計 

業務の内容について、評定を実施するものとする。ただし、設計業務の内容が部分 

的な修正設計の場合は、原則として評定を実施しないものとする。 

 

  



参考：採点上の補足 

 

 採点表の評価項目で、「高度な技術レベル」「難易度の高い業務」の項目があるが、

これに関して「設計・コンサルタント業務等入札契約問題検討委員会中間とりまとめ」

に示される「知識」の高い業務かつ／又は「構想力・応用力」の高い業務を指す。以

下、標準的な業務内容に基づいた例を示す。 

 

図 道路事業に係る設計業務等の例 

  

知
　
　
識

構想力・応用力

地質調査（詳細設計用,一般用）

概略設計用図化

予備設計用図化

地質調査（予備設計用,一般用）

予備設計（用地幅決定）

橋梁（一般形式）詳細設計

補修設計（特殊）

橋梁（一般形式）予備設計

地質調査（詳細設計用,特殊）

地質調査（予備設計用,特殊）

予備設計（中心線決定）

橋梁（大型,特殊形式）詳細設計

道路・橋梁景観設計

概略設計

橋梁（大型,特殊形式）予備設計

道路詳細設計

補修設計（一般）

幅杭打設



 

図 河川事業に係わる設計業務等の例 

 

 

 

注：A、Bは同種の業務における難易度の違いを 

表し、Aは難易度が大であるもの。 

 

 

 

 

 

知
　
　
識

構想力・応用力

堰設計B

堤防・護岸設計A

河道計画A

排水機場設計A

水門設計

堰設計A

樋門・樋管設計A

河道計画B

堤防・護岸設計B

樋門・樋管設計B

床止め設計

河川水辺環境調査

排水機場設計B

水文・水質観測

定期縦横断測量

河川台帳作成

河川環境整備 河川景観設計

水理計算ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

河川整備基本方針

河川整備計画

事業評価

高水流量検討A

正常流量検討A

計画降雨検討 特殊構造物設計

内水解析A

高水流量検討B正常流量検討B

内水解析B

降雨解析A

降雨解析B


